
様式第９号－３ 

 

委 託 契 約 書 
 

 １ 業務の名称  2026年度会津大学短期大学部一般選抜一般 I期 A試験問題作成及び 

問題冊子・解答用紙印刷業務委託 

 

 ２ 委 託 料  金         円 

  （うち取引に係る消費税及び地方消費税の額 金       円也） 

 

 ３ 委 託 期 間  着手    ２０２５年  月   日 

履行期限  ２０２６年 ３月 ３１日 

 

 ４ 契約保証金   

 

 

 上記の委託業務について、委託者 公立大学法人会津大学 を甲とし、受託者      を

乙として、次の条項により契約を締結する。 

 

 

（委託業務の仕様等） 

第１条 乙は、別紙の仕様書（以下「仕様書」という。）に基づき、頭書の委託料（以下「委託

料」という。）をもって、頭書の履行期限（以下「履行期限」という。）までに頭書の委託業務

（以下「委託業務」という。）を完了し、仕様書に示した成果品（以下「成果品」という。）を

甲に提出しなければならない。 

 

（権利義務等の譲渡等の禁止） 

第２条 乙は、この契約によって生ずる権利及び義務を、いかなる方法をもってするかを問わず、

譲渡し、承継させてはならない。ただし、あらかじめ書面により甲の承認を得た場合は、この

限りではない。 

２ 乙は、成果品（未完成の成果品及び業務を行う上で得られた記録等を含む。）を譲渡し、又

は質権等の担保の目的に供してはならない。ただし、あらかじめ、書面により甲の承認を得た

場合は、この限りではない。 

 

（一括再委託等の禁止） 

第３条 乙は、業務の全部又は主たる部分を第三者に委任し、又は請け負わせてはならない。 

２ 乙は、業務の一部を第三者に委任し、又は請け負わせようとするときは、あらかじめ、甲の

承諾を得なければならない。ただし、甲が指定した軽微な部分を委任し、又は請け負わせよう

とするときは、この限りではない。 

３ 甲は乙に対して、業務の一部を委任し、又は請け負わせた者の商号又は名称その他必要な事

項の通知を請求することができる。 

 

（監督員） 

第４条 甲は、委託業務に関し、自己に代わって監督または指示する監督員をおくことができる。 

２ 甲は、前項により監督員をおいたときには、監督員の職及び氏名を乙に通知しなければなら

ない。 

 

（業務責任者） 

第５条 乙は、委託業務に関し、自己に代わって業務を実施する業務責任者をおくことができる。 

２ 乙は、前項により業務責任者をおいたときには、業務責任者の氏名を甲に通知しなければな



らない。 

３ 業務責任者は、この契約の履行に関し、業務の管理及び統括を行うほか、契約金額の変更、

履行期間の変更、契約代金の請求及び受領、業務関係者に関する措置請求並びに契約の解除に

係る権限を除き、この契約に基づく乙の一切の権限を行使することができる。 

 

（委託業務内容の変更） 

第６条 甲は、必要と認めるときは、委託業務の内容を変更し、又は一時中断させることができ

る。この場合において委託料の金額又は履行期限を変更する必要があるときは、甲乙協議して

書面によりこれを定める。 

２ 前項の場合において、乙が損害を受けたときは、乙は甲に対して損害の賠償を請求すること

ができる。この場合の賠償額については、甲乙協議して定める。 

 

（天災地変、不可抗力による無償延長等） 

第７条 乙は、天災等その責めに帰することのできない事由により、履行期限までに委託業務を

完了できないことが明らかになったときには、甲に対して遅滞なく、その事由を付して、書面

により履行期限の延長を求めることができる。ただし、その延長日数は甲乙協議して定める。

この場合において、甲は、その事由を相当と認めたときには、遅延利息又は第 14条に定める違

約金を徴収することなく、これを承認するものとする。 

 

（契約不適合責任） 

第８条 甲は、引き渡された成果品が種類、品質又は数量に関して契約内容に適合しない場合は、

その成果品の引渡しを受けた後１年以内に限り、乙に対して成果品の修補、代品の引渡し、不

足分の引渡し若しくは代金の減額のいずれか、又は成果品の修補、代品の引渡し若しくは不足

分の引渡し及び代金の減額を請求することができ、乙はこれに応じるものとする。 

 

（損害負担） 

第９条 委託業務の実施に対して発生した損害（第三者に与えた損害を含む。）のため必要が生

じた経費は乙の負担とする。ただし、その損害が甲の責めに帰すべき事由による場合において

は、その損害のために生じた経費は甲が負担するものとし、その額は甲乙協議して定める。 

 

（検査及び引渡し） 

第 10条 乙は、委託業務が完了したときは、遅滞なく成果品を甲に提出し、甲による検査を受け

なければならない。 

２ 甲は、前項の規定による提出を受けた日から起算して 10日以内に、委託業務の完了を確認す

るための検査を完了し、当該検査の結果を乙に通知しなければならない。 

３ 乙が前項の検査に合格した日をもって成果品の引き渡しが完了したものとする。 

 

（委託料の支払） 

第 11条 乙は、前条第２項の規定による検査に合格したときは、所定の手続きに従って委託料の

支払を請求することができる。 

２ 甲は、前項の規定による支払の請求があったときは、請求を受けた日の属する月の翌月末日

までに乙に支払うものとする。 

 

（履行期限の遅延及び遅延利息） 

第 12 条 乙の責めに帰すべき事由により、履行期限までに委託業務を完了の見込みがないとき

は、乙は、その事由を付した書面をもって、甲に納期の延長を申し出なければならない。 

２ 前項の場合において、履行期限後相当の期日内に委託業務が完了する見込みがあるときは、

甲は、乙から遅延利息を徴収することを条件として履行期限を延長することができる。 

３ 甲は、前項の規定により履行期限を延長することを認めたときは、その旨を乙に通知すると

ともに当該納入期限の延長に関する契約を乙との間に結ぶものとし、乙は、これに応ずるもの



とする。 

４ 第２項の規定による遅延利息は、当初の履行期限（第６条第１項及び第７条の規定による履

行期限の変更があったときはその期限とする）から延長後の履行期限までの期間の日数に応じ、

履行未済相当額に年 2.5％の割合で計算した額（当該額に 100 円未満の端数があるとき、又は

その金額が 100円未満であるときにはその金額を切り捨てる。）とする。 

５ 前項の場合において、検査確認に要した日数は、遅延日数に参入しない。 

 

（契約の解除） 

第13条 甲は、次の各号のいずれかに該当するときは、この契約の全部又は一部を解除すること

ができる。 

(1) 乙が正当な理由なく着手期日を過ぎても委託業務に着手しないとき。 

(2) 乙又はその代理人若しくは使用人等に不正の行為があったとき。 

(3) 前各号の一つに該当する場合を除くほか、乙がこの契約に違反し、その違反によって契約

の目的を達することができないと甲が認めるとき。 

(4) 乙が次のいずれかに該当するとき。 

イ 役員等（乙が個人である場合にはその者その他経営に実質的に関与している者を、乙が

法人である場合にはその役員、その支店又は常時コンサルタント業務等の契約を締結する

事務所の代表者その他経営に実質的に関与している者をいう。以下この号において同じ。）

が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成３年法律第77号)第２

条第２号に規定する暴力団をいう。以下この条において同じ。）又は暴力団員（暴力団員

による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下こ

の条において同じ。）であると認められるとき。 

ロ 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加え

る目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしていると認められるとき。 

ハ 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接

的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認められると

き。 

ニ 役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなどして

いると認められるとき。 

ホ 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められ

るとき。 

ヘ 再委託契約その他の契約に当たり、その相手方がイからホまでのいずれかに該当するこ

とを知りながら、当該者と契約を締結したと認められるとき。 

ト 乙が、イからホまでのいずれかに該当する者を再委託契約その他の契約の相手方として

いた場合（ヘに該当する場合を除く。）に、甲が乙に対して当該契約の解除を求め、乙が

これに従わなかったとき。 

(5) 乙が暴力団又は暴力団員が経営に実質的に関与していると認められる者若しくは社会的非

難関係者（福島県暴力団排除条例施行規則（平成23年福島県公安委員会規則第５号）第４条

各号に該当する者）に契約代金債権を譲渡したとき。 

２ 甲は、必要があるときは乙と協議の上、この契約を解除することができる。 

３ 乙は、甲が第６条により委託業務の内容を変更したため、委託料の額が３分の２以上減少す

ることとなるときは、甲と協議の上、この契約を解除することができる。 

４ 前項の場合、乙は、甲に対し損害の賠償を請求することができる。 

 

（契約が解除された場合等の違約金） 

第14条 前条第１項の規定により契約が解除された場合において、乙が契約保証金の納付を免除

されているときは、乙は、甲に対し委託料の額の10分の１に相当する額を支払わなければなら

ない。 

 

（談合による損害賠償） 



第15条 甲は、乙が次の各号のいずれかに該当するときは、第13条に規定する契約の解除をする

か否かを問わず、賠償金として、契約金額の10分の２に相当する額を請求し、乙はこれを納付

しなければならない。ただし、第１号又は第２号のうち命令の対象となる行為が私的独占の禁

止及び公正取引の確保に関する法律（昭和22年法律第54号。以下「独占禁止法」という。）第２

条第９項の規定に基づく不公正な取引方法（昭和57年公正取引委員会告示第15号）第６項で規

定する不当廉売に当たる場合その他甲が特に認める場合はこの限りでない。 

(1) 公正取引委員会が、乙に違反行為があったとして、独占禁止法第49条の規定による排除措

置命令を行い、当該排除措置命令が確定したとき。 

(2) 公正取引委員会が、乙に違反行為があったとして、独占禁止法第62条第１項の規定による

課徴金の納付命令を行い、当該納付命令が確定したとき。 

(3) 乙（乙が法人の場合にあっては、その役員または使用人）に対し刑法（明治40年法律第45

号）第96条の６の規定による刑が確定したとき。 

２ 前項の規定は、この契約の履行が完了した後においても適用するものとする。なお、甲が受

けた損害額が前項の規定により計算した賠償金の額を超える場合において、甲は、その超過分

に対して賠償を請求することができるものとし、乙はこれに応じなければならない。 

 

（遅延利息等の相殺） 

第16条 この契約に基づく遅延利息、違約金又は賠償金として、甲が乙から徴収すべき金額があ

るときは、甲はこれを委託料と相殺し、なお不足を生ずるときは更に追徴することができる。 

２ 甲は、この契約に基づき甲が乙に対して有する遅延利息、違約金及び賠償金にかかる債権に

つき、その保全上必要があるときは、乙に対し、その業務若しくは資産の状況について質問し、

帳簿書類その他の物件を調査し、又は参考となるべき報告若しくは資料の提出を求めることが

できる。 

３ 甲は、乙が前項の規定に違反して質問に対する応答、報告等をせず、若しくは虚偽の応答、

報告等をし、又は調査を拒み、妨げ、若しくは忌避したときは、当該債権の全部又は一部につ

いて、履行期限を繰り上げることができる。 

 

（秘密の保持） 

第 17条 乙は、本件の業務上知り得た委託業務の内容を、一切第三者に漏らしてはならない。 

 

（個人情報の保護） 

第 18条 乙は、この契約による業務を行うため個人情報を取り扱うに当たっては、別記「個人情

報取扱特記事項」を守らなければならない。 

 

（著作権の譲渡等） 

第 19条 乙は、成果品が著作権法（昭和 45年法律第 48号）第２条第１項第１号に規定する著作

物（以下「著作物」という。）に該当する場合には、当該著作物に係る同法第２章及び第３章に

規定する著作者の権利（同法第 27 条及び第 28 条に規定する権利を含む。以下「著作権等」と

いう。）のうち乙に帰属するもの（同法第２章第２款に規定する著作者人格権を除く｡）を当該

成果品の引渡し時に甲に無償で譲渡する。なお、疑義を避けるために付言すると、この契約と

関係なく乙が従前より有する著作権その他の知的財産権は乙に留保されるものとする。 

 

（著作者人格権の制限） 

第 20条 乙は、甲に対し、次の各号に掲げる行為をすることを許諾する。この場合において、乙

は著作権法第 19条第１項又は第 20条第１項に規定する権利を行使してはならない。 

(1) 成果品の内容を公表すること 

(2) 成果品の広報のために必要な範囲で、甲が自ら成果品を複製し、若しくは翻案、改変その

他の修正をすること又は甲の委託した第三者をして複製させ、若しくは翻案、改変その他の

修正をさせること 

(3) 成果品を写真、模型、絵画その他の媒体により表現すること 



２ 乙は、次の各号に掲げる行為をしてはならない。ただし、あらかじめ、甲の承諾又は合意を

得た場合はこの限りでない。 

(1) 成果品の内容を公表すること 

(2) 成果品に乙の実名又は変名を表示すること 

 

（著作権侵害の防止） 

第 21条 乙は、その作成する成果品が、第三者の有する著作権等を侵害するものでないことを甲

に対して保証する。 

２ 乙は、その作成する成果品が第三者の有する著作権等を侵害し、第三者に対して損害の賠償

を行い、又は必要な措置を講じなければならないときは、乙がその賠償額を負担し、又は必要

な措置を講ずるものとする。ただし、甲の責めに帰する理由により生じたものについては、甲

がその賠償額を負担し、又は必要な措置を講ずるものとする。 

 

（契約に定めのない事項の処理） 

第 22条 この契約に定めのない事項及びこの契約に定める事項に関する疑義については、必要に

応じ、甲乙協議して、これを定める。 

 

（紛争の解決方法） 

第 23条 この契約に関する一切の紛争に関しては、甲の所在地を管轄とする裁判所を管轄裁判所

とする。 

 

 

この契約締結の証として、本書２通を作成し、甲乙が記名押印の上、それぞれ１通を保有する。 

 

     年  月  日 

 

（甲） 

福島県会津若松市一箕町大字鶴賀字上居合９０番地 

公立大学法人会津大学 

理事長                     印 

 

（乙） 

   

   

                          印 

 

 

  



別記 

個人情報取扱特記事項 

 

（基本的事項） 

第１ 乙は、この契約による業務（以下「業務」という。）を行うに当たっては、個人の権利利益

を侵害することのないよう個人情報を適正に取り扱わなければならない。 

 

  （秘密の保持） 

第２ 乙は、業務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用し

てはならない。なお、この契約が終了した後においても、同様とする。 

２ 乙は、業務に従事している者に対し、当該業務に関して知り得た個人情報をその在職中及び

退職後においてみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならないことなど個人情

報の保護に関して必要な事項を周知するものとする。 

３ 乙は、特定個人情報（行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律（平成 25年法律第 27号。以下「番号法」という。）第２条８項に規定する特定個人情報を

いう。以下同じ。）に関する内容を含む業務を行うに当たっては、当該業務に従事する者を明確

化し、当該従事者以外の者には特定個人情報を扱わせないこととするとともに、当該従業者に

特定個人情報の保護に関する研修等を行うなど、適切な教育を施すものとする。 

 

（収集の制限） 

第３ 乙は、業務を行うために個人情報を収集するときは、当該業務の目的を達成するために必

要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。 

 

（目的外利用・提供の禁止） 

第４ 乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、業務に関して知り得た個人情報（特定個人情

報を除く。）を契約の目的以外に利用し、又は第三者に提供してはならない。 

２ 乙は、業務を行うために収集した特定個人情報については、番号法第 19条各号（第８号を除

く。）に掲げられたものについて甲が第三者への提供を指示した場合を除き、いかなるときであ

っても契約の目的以外に利用し、又は第三者に提供してはならない。 

 

（安全管理措置） 

第５ 乙は、甲より個人情報の取扱いの委託を受けた場合、行政機関等と同様の安全管理措置を

講ずる必要があることから、業務に関して知り得た個人情報の漏えい、滅失及びき損の防止そ

の他の個人情報の適切な管理のために、個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号。

以下「法」という。）及び「個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（行政機関等

編）」等に基づき必要かつ適切な措置を講じなければならない。 

２ 乙は、甲より特定個人情報の取扱いの委託を受けた場合、業務に関して知り得た特定個人情

報の漏えい、滅失及び毀損の防止その他の特定個人情報の適切な管理のために法、「特定個人情

報の適正な取扱いに関するガイドライン（行政機関等編）」及び「同ガイドライン特定個人情報

に関する安全管理措置（行政機関等編）」の規定に基づき必要な措置を講じるとともに、当該特

定個人情報を扱う従業者に対する必要かつ適切な監督を行わなければならない。 

 

（複写・複製の禁止） 

第６ 乙は、甲の承諾があるときを除き、業務を行うために甲から引き渡された個人情報が記録

された資料等を複写し、又は複製してはならない。  

 

（作業場所の指定等） 

第７ 乙は、業務のうち個人情報（特定個人情報を除く。次項において同じ。）を取り扱う部分（以

下「個人情報取扱事務」という。）について、甲の指定する場所で行わなければならない。 

２ 乙は、甲の指示又は承諾があるときを除き、前項の場所から業務に関し取り扱う個人情報が



記録された資料等を持ち出してはならない。 

３ 乙は、業務において特定個人情報を取り扱う場合は、甲の指定する場所で業務を行うととも

に、漏えいすることがないよう厳重に保管しなければならない。 

４ 乙は、甲の指示により特定個人情報を持ち出しする場合又は災害発生時その他の緊急かつや

むをえない場合を除き、いかなる場合も甲の指定する場所から特定個人情報を持ち出してはな

らない。 

 

（資料等の返還等） 

第８ 乙は、業務を行うために甲から提供を受け、又は自らが収集した個人情報が記録された資

料等をこの契約の終了後直ちに甲に返還し、若しくは引き渡し、又は消去し、若しくは廃棄し

なければならない。ただし、甲が別に指示したときは、この限りでない。 

２ 乙は、前項の規定により電子記録媒体に記録された個人情報を消去又は廃棄する場合は、当

該個人情報が復元できないように確実に消去又は廃棄しなければならない。 

３ 乙は、第１項の規定により個人情報を消去又は廃棄した場合は、当該個人情報の消去又は廃棄

を行った日時、担当者名及び方法を記載した報告書を甲に提出し、確認を受けなければならな

い。 

 

（事故発生時における報告） 

第９ 乙は、個人情報（特定個人情報を含む）の漏えい、滅失、毀損その他の事態及びこの契約

に違反する事態が生じ、又は生ずるおそれがあることを知ったときは、速やかに甲に報告しな

ければならない。 

２ 乙は、前項により報告を行う場合には、併せて被害の拡大防止等の必要な措置を講じるとと

もに、情報漏えい等に係る対応について甲の指示に従うものとする。 

３ 前項の場合において、甲が「特定個人情報の適正な取扱いに関するガイドライン（行政機関

等編）」及び「同ガイドライン特定個人情報の漏えい等に関する報告等（行政機関等編）」等に

基づき必要な措置を講ずる場合には、乙は、甲の指示に従うものとする。 

 

（調査監督等） 

第 10 甲は、乙における契約内容の遵守状況等について実地に調査し、又は乙に対して必要な報

告を求めるなど、乙の個人情報の管理について必要な監督を行うことができる。 

２ 乙は、前項における報告について、甲が定期的な報告を求める場合にはこれに応じなければ

ならない。 

３ 特定個人情報の管理状況等の調査については、甲は第７の第３項の規定により指定した場所

等に立入って調査を行うことができる。 

 

 （指示） 

第 11 甲は、乙が業務に関し取り扱う個人情報の適切な管理を確保するために必要な指示を行う

ことができ、乙はこの指示に従わなければならない。 

 

 （再委託の禁止） 

第 12 乙は、甲の承諾があるときを除き、個人情報取扱事務を第三者（再委託先が子会社（会社

法（平成 17 年法律第 86 号）第２条第１項第３号に規定する子会社をいう。）である場合を含

む。以下次項において同じ。）に委託してはならない。 

２ 乙は、甲の承諾に基づき個人情報取扱事務を第三者に委託するときは、この契約により乙が

負う個人情報の取扱いに関する義務を再委託先にも遵守させなければならない。 

 

（労働者派遣契約） 

第 13 乙は、保有個人情報の取扱いに係る業務を派遣労働者によって行わせる場合には、労働者

派遣契約書に秘密保持義務等個人情報の取扱いに関する事項を明記しなければならない。 

 



（損害賠償） 

第 14 乙又は乙の従事者（乙の再委託先及び乙の再委託先の従事者を含む。）の責めに帰すべき

事由により、業務に関する個人情報の漏えい、不正利用、その他の事故が発生した場合、乙は

これにより第三者に生じた損害を賠償しなければならない。 

２ 前項の場合において、甲が乙に代わって第三者の損害を賠償した場合には、乙は遅滞なく甲

の求償に応じなければならない。 

 

（契約解除） 

第 15 業務に関する個人情報について、乙による取扱いが著しく不適切であると甲が認めたとき

は、甲はこの契約の全部又は一部を解除することができる。この場合の違約金は契約書本文の

定めるところによる。 

 


